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NEDOでは「地上設置型設計ガイドライン（2017年策定、2019年改訂）」、「特殊な設置形態（傾斜地設置型・営農型・水上
設置型）の太陽光発電システムの設計ガイドライン（2021年策定、2023年改訂）」を公開してまいりました。更に、従来型太陽光
発電システムの建物の屋根・壁面設置に対応した「建物設置型太陽光発電システムの設計・施工ガイドライン2024年版」を
策定、公開しました。

「太陽光発電の安全性・信頼性確保技術開発」

NEDOが実施した太陽光パネル排出量推計によると、太陽光パネルの排出量のピークは、2036年頃であり、約19～29万
トン程度、産業廃棄物の最終処分量の1.7～2.7％に相当する量となります。太陽光パネルの大量廃棄により、産業廃棄物の
最終処分場はひっ迫され、これを解消するためには、資源の有効利用を図る必要があり、NEDOでは低コストかつ高資源
回収率を両立するリサイクル処理技術を開発しております。
（2024年最終目標：リサイクルコスト 3円/W以下 資源回収率80%以上 達成見込み）

「太陽電池モジュールのマテリアルリサイクル技術開発」
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